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１．研究目的 
科学的な手法による脳科学研究の発展はめざましい。今日では、そうした手法を携えて、脳科
学研究の立場から、意識についても研究しようという動向は、極めて活発になりつつある。従来、
意識研究には大きく二つのアプローチの仕方がある。1 つには、科学的に記述することであり、
もう 1 つには、科学的には意識経験の厳密な記述を検討する、哲学的・現象学的なアプローチの
方法である。意識の解明は、経験科学や哲学にとって、依然重要な課題であり続けている。現在
では前者が主流となっており、心理学の勃興やめざましい脳科学の発展により、研究の領野は広
がっている。近年では、脳科学の研究に関して、苧阪直行を中心とした意識に関する議論が重要
となっている。苧阪らの成果のもと、脳科学研究は、「社会脳科学(social brain science)」と呼
ばれるような、人文社会科学、脳科学、情報学が共同で研究を進める広大な分野へと成長しつつ
あり、今後もますますの発展が見込まれる。けれども、現在の趨勢を極めている科学的方法で真
に意識を解明しているといえるかどうかについては、いまだ明らかではない。意識現象に関する
研究はいまだ未解明な部分が多く、「意識のハードプロブレム」などを筆頭としていまなお重要な
テーマである。 
したがって、科学的な意識研究の方法について、もう一度「意識とは何か」という問いに立ち
かえり、哲学的検討を加える必要が生じている。もちろん、すでに分析哲学や心の哲学において
は、主として言語的な側面から意識についての哲学的考察が加えられている。しかし、本研究で
は、さらに一歩進んで意識の深層に根差した哲学的探究を行うため、科学的な意識モデルを、現
象学や唯識思想の観点から検討する。そうすることで、従来の意識研究の問題点を解明し、そう
した成果をふまえて新たな意識モデルを提案することを目的とする。 
 
２．研究方法 
本研究は、全体を 3 年として計画し研究を進めている。 
 
（１）1年目：先行研究の整理と検討 
①脳科学や認知科学などの科学的発展によって明らかにされてきた、意識の構造についての議
論の整理と検討 
②意識解明の科学的な成果や方法論に対する、現象学と唯識思想から応答と哲学的問題の定式
化 
③唯識思想と現象学の関係についての議論に加え、現象学の意識の議論に対する、唯識思想の
観点からの補強の可能性についての検討 
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（２）2年目：新たな研究方法の提案と検討 
①現象学と唯識思想に基づく意識経験の記述の方法の提案と検討 
②哲学的議論を経た、新しい意識モデルの提案 
 
（３）3年目：新たな意識モデルの検討とその課題 
前年度までの研究の成果を基にした、新たなる意識研究の地平についての議論とその現代的課
題についての議論 
 
平成 30 年度は、本計画の 1 年目にあたる。初年度では、意識の探究方法についての問題点を明
らかにするため、先行研究について整理し検討を行った。また、同目的のために、現代へと続く
意識研究についての西洋哲学史については鎌田康男氏、唯識思想については合田秀行氏、瞑想と
意識については頼住光子氏を招聘し議論を行った。 
 
３．研究成果と公表 
研究計画の初年度にあたる平成 30 年度は、意識探究の問題点について明らかにした。具体的に
は以下のような成果があった。 
 
（１）本年度に得られた成果 
本年度ではとくに、①科学的にとらえられた意識について、②意識の問題に対する現象学・唯
識思想の立場からの問題の定式化について、③唯識思想と現象学の関係について、検討を行った。 
①科学的にとらえられた意識についての検討 
現在では、脳イメージング（fMRI や PET）などの技術が発展し脳科学が発展したことで、被
験者の経験に関する報告に依拠した様々な実験が可能になってきている。しかしながら、そうし
た実験において利用すべき経験は、その記述の方法も理解の方法もいまだ不十分である。こうし
たことは、すでに現象学の立場やトマス・ネーゲルなどから指摘されてきたことではあるが、今
日でもなお大きな壁として残っていることが明らかとなった。具体的には、意識経験の報告につ
いての科学的な実験において、「経験する自己」と「経験的に知られた自己（反省された自己）」
との混同が分担研究者の渡辺隆明によって報告された（大塚結喜[2014]「心の理論の脳内表現」、
苧阪直行編『自己を知る脳・他者を理解する脳：神経認知心理学からみた心の理論の新展開』（社
会脳シリーズ 6）新曜社所収）。こうした混同は、「自己」概念についての哲学的な議論を経ない
まま、実験がデザインされたことに起因すると考えられる。このように意識の科学的探究方法に
改善点があることが明らかとなった。 
②意識の問題に対する現象学・唯識思想の立場からの問題の定式化について 
現象学の立場にとっては、心・意識とは第一義的には経験のことである。すなわち、経験／経
験としての心が存在するという事実は、議論の出発点である。この立場は、われわれの意識のあ
り方についての物理主義や心身二元論などの存在に関する心身問題の議論以前のものとしてあら
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われる、根本的なものである。また、現象学的な分析によって、少なくともいくつかの種類の経
験は本質的に身体的であることが示されている。こうした見解のもとで、チャーマーズが提起し
た「意識のハードプロブレム」や「説明ギャップ」という問題に対して独自の貢献がなしうる。
それは、心身問題が「身身問題」（植村玄輝 2017「存在」、植村ほか編著『現代現象学：経験から
始める哲学入門』）としての問題を抱えているということを明らかにしていることである。これは、
経験そのものの構造に含まれる現象としての身体が、物質的な身体とどう関係するのかという問
題として考えねばならないことを示している。こうしたことから、現象学が、心の哲学が議論し
てきた心身問題に対して貢献する余地が極めて大きいことが明らかとなった。こうした点につい
て、鎌田康男氏と議論しつつ、「意識」ということばの来歴について、ドイツ観念論の影響が大き
いことが明らかとなった（鎌田氏「カント、ショーペンハウアー、フッサールと続く意識研究の
変遷について」）。 
唯識思想においては、その修行方法とともに意識についての分析がなされている。特に重要な
点として、合田氏との議論によって明らかにされたのは、一般諸科学がその核心において道徳的
直観を有していないので、道徳や倫理や「生きる意味・価値」などを示すことができないのに対
し、唯識思想はそうした観点をも含めて成立しているということである（合田氏講演「仏教にお
ける瞑想とマインドフルネス瞑想：唯識研究の立場から」）。このことは、唯識思想の学問的価値
を示すとともに、科学的な研究方法によっては取り払われてしまった側面の問題が扱えることを
如実に示している。 
③唯識思想と現象学の関係について 
本研究の特徴の一つとして、意識研究を仏教的側面と現象学的側面といういわば東西思想の両
面から検討するということが挙げられる。そこで一つの問題になるのは、そうした両者の研究方
法が、はたして融合できるのかという問題である。こうした問題は、たとえば仏教的な定義の意
識と一般的な定義のそれとで異なるものではないのか、といった形として噴出すると考えられる。 
頼住氏との議論によって明らかとなったのは、仏教的な意識といえども、日常的な意識と密接
なかかわりをもつということである（頼住氏講演「道元における瞑想」）。日本において、道元は
仏教的修行として禅定を極めたが、その道元について詳細な分析を行うと、意識の仏教的な探究
は宗教的境地に至るだけではないことがわかる。すなわち、宗教的な色合いを帯びた修行によっ
て日常的な思考を言語化以前のものへ解体する（心身脱落、脱落心身）だけでなく、再び意味を
創出する「現成」という意味の再創出・言語化までもが図られていることが明らかとなったので
ある。このことは、仏教的修行・意識が一般的な所作・意識から遊離したものではないことの一
つの強い証左となる。 
（２）国内外における位置づけとインパクト 
国内外を問わず、近年のマインドフルネスブームにより、学術的関心のみならず日常的・社会
的な関心事として、瞑想や瞑想を通じた意識探究に対する注目が高まっている。マインドフルネ
スの効果は、うつや不安症の医学的治療効果に加え、生活の質を高める作用も認められている。
マインドフルネスは、仏教における意識探究とその方法としての禅定をもとにしている。したが
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って、意識研究に対して本研究がとる仏教的観点をも含めた研究方法は、きわめて重要なことは
明らかである。 
このマインドフルネスブームは日本のみならず、西欧を含めて著しい。しかも、一般社会のみ
ならず、刑務所という特殊な場所においても、瞑想の効果が実際に確認されている。しかし、そ
うした瞑想の体験が、実践者にとってどのような意味を持っているかは明らかではない。分担研
究者の星川は、マー・グリーラの論文「刑務所におけるヨーガ：超越、霊性、自己改善」（Griera, 
Mar., 2017, Yoga in Penitentiary Settings: Transcendence, Spirituality, and Self-Improvement, 
in Human Studies, 40.1）をもとに、瞑想は超越的な体験をもたらすものであり、それによって
受刑者が日常的な刑務所生活を超越する可能性があることなどを示した。こうしたことを通じて、
刑務所において行われているヨーガの実践の影響・意味・効果などについて論じられた。星川は、
同論文をもとに、ヨーガ実践についての社会学的観点やシュッツを中心とした現象学的な観点か
らの分析に関する現況の研究の不足と必要性を示している。 
以上のように、本研究が、仏教的観点をも含めた意識探究は、現代においてますます重要とな
っている。 
 
（３）今後の課題・展望 
本研究は 3 年を予定しており、2 年目においては、初年度の研究成果を基盤に、①現象学と唯
識思想に基づく意識経験の記述の方法の提案と検討と、②哲学的議論を経た、新しい意識モデル
の提案を目指している。 
 
